


安城市が環境首都コンテスト「総合4位」・「人口別2位」

　安城市は、環境首都コンテストに 2002年度以降連続で

参加し、第 8回は総合第 4 位（全国・参加 67自治体中）、

人口規模別（10 万人以上 30

万人未満）において第2位（参

加 23 自治体中）の表彰を受

けました。その他、全国のモ

デルとなる多数の先進事例を

輩出しています。

※当行事の開催には、独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金からの助成をいただいています。

お申し込みいただいた内容は、本事業に関するご連絡以外にご連絡以外に使用しません。
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日本の環境首都コンテスト

環境首都をめざす自治体 全国フォーラム

「日本の環境首都コンテスト」は、環境先進国ドイツで

実施された「環境首都コンテスト」をモデルとし、市

民（NGO）の視点からの環境自治体づくり支援および

NGOと自治体さらには自治体間の環境問題に関する

情報の相互交換の促進を目的とし、2001 年にスター

トしました。このコンテストは 2010 年まで 10回に

わたり毎年実施する予定です（現在第 9回を実施中）。

コンテストを通じて継続的に国内の環境行政のレベル

アップと深化を支援していくと同時に、その進捗につ

いてもフォローアップを行います。

環境首都（持続可能な地域社会）をめざす市区町村長と、そのような自治体の動きを支持し

先駆的な活動を展開する環境NGOが、持続可能な社会を築く上で重要な課題について、膝

をつき合わせて本音で議論します（本フォーラム第 1部、一般には非公開）。2007年度は

山口県宇部市、2008年度は長野県飯田市にて開催。飯田市でのフォーラムでは「戦略的パー

トナーシップ・ネットワークの構築」と「自治体・NGO等のネットワークによる人材の戦

略的流動化」という提案を行い、成果を社会に発信しました。

「環境首都コンテスト全国ネットワーク」は、深刻化

する地球環境問題の解決のため、持続可能で豊かな

地域社会の実現を自治体とのパートナーシップで進

めたいと考えている環境NGOのネットワーク組織

です。今年で第 8回を迎える「日本の環境首都コン

テスト」など、自治体の環境施策を応援する数々の

プロジェクトを実施しています。

[ ネットワーク構成団体 ]
環境エネルギー政策研究所、FoE Japan、

ふるさと環境市民、かながわ環境教育研究会、

やまなしエコネットワーク、環境市民 東海事務所、

中部リサイクル運動市民の会、環境市民（主幹事団体）、

未来の子、くらしを見つめる会、環境ネットワークくまもと、

プラス・エコ、環境ネットワークながさき塾

環境首都コンテスト全国ネットワーク
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とは
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【締切】2009年 11月 17日（火）
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問合わせ
申込み先

〒446-8501　愛知県安城市桜町18-23

題 8回コンテスト表彰式の様子
（左：神谷学安城市長）

飯田市でのフォーラムの様子


